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平成 28 年度第１回愛媛県出資法人経営評価専門委員会 議事概要 

 

 日   時   平成２８年９月９日（金）１４：３０～１５：１５ 

 場   所   総務企画国体委員会室 

 出 席 者 

 〔委  員〕  丸木委員長、岡本委員、弘末委員、山本委員（４名） 

〔事 務 局〕  行財政改革局長、行革分権課長、同課主幹ほか 
  

 

《 開 会 》 

 

○ 局長あいさつ 

 

○  委員長あいさつ 

 

○  議 事  

（１）平成 28 年度の経営評価の進め方等について 

（２）各県出資法人の平成 27 年度の取り組み状況を踏まえた平成 28 年

度自己点検評価（１次評価）結果等について 

 

【丸木委員長】 

それでは、これより議事に入らせていただきます。 

まず、平成 28 年度の経営評価の進め方等について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

【事務局】 

それでは、今後の愛媛県出資法人経営評価専門委員会の審議スケジュール及び 

平成 27 年度事業における県出資法人の経営状況等について御説明させていただき

ます。 

 

― 事務局説明 ― 

 

【丸木委員長】 
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ただいまの説明につきまして、御意見や確認事項等あるようでしたらお願いしま

す。 

 

【各委員】 

 （意見等なし） 

 

【丸木委員長】 

次に、各県出資法人の平成 27 年度の取組状況を踏まえた平成 28 年度自己点検評

価（１次評価）結果等について、事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

個別の法人について、経常損失を計上した法人を中心に説明させていただきます。 

 

― 事務局説明 ― 

 

【丸木委員長】 

事務局から説明がありましたが、各委員からお気づきの点がありましたら御発言

をお願いします。 

 

【山本委員】 

公益財団法人えひめ産業振興財団の地域中小企業応援ファンド事業について、

最終的に元本は返還する必要があるのか。また、その時期はいつか。 

 

【事務局】 

10 年間の貸付期間終了後は、通常、元本だけでなく残った運用益についても、出

資者に按分して返還する措置をとる。 

19 年度に 40 億円の１号ファンドを造成し、その後 60 億円の２号ファンド、25

億円の３号ファンドと順次造成しているため、事業の終了時期については、基金の

造成時期によって異なる。 

 

【岡本委員】 
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公益法人における遊休財産の保有上限額の計算方法は。 

 

【事務局】 

詳細については公益法人認定法施行規則において規定されているが、当該事業年

度における公益目的事業の実施に要した費用の額を基礎として算定した額が保有

上限額となる。これを超えて、特定の目的、使途を持たずに保有している財産（遊

休財産）を保有することが制限されている。 

 

【弘末委員】 

遊休財産は、保有上限額に近づけたほうがよいのか。 

 

【事務局】 

一年分の公益目的事業相当額を保有の上限としており、これは仮に翌年に法人の

収入が途絶えた場合においても公益目的事業が実施できるようにという考え方に

よるものであるため、上限を超えることはできないがバランスよく保有することが

必要。 

 

【山本委員】 

公益財団法人えひめ産業振興財団については、資産運用における今後の市場環境

を考えると来期以降も赤字となる可能性が高いが、改善の見通しはどうか。 

 

【事務局】 

27 年度決算については、これまで累積していた黒字（繰越金）を活用した支払助

成金が増加したことによるもの。 

また、貸館事業を行っているが、資産運用の減少を収益事業の増で補てんする場

合でも、収益事業による収益に対しては法人税が課税されるという税法上の問題も

ある。 

 

【弘末委員】 

上限があるとは思うが、みなし寄附金という扱いはできないのか。 
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【事務局】 

公益目的事業の赤字を補てんする場合には損金算入が認められるので、運用益が

下がった分を収益事業でカバーしていくという考え方もある。 

 

【丸木委員長】 

  予算上は昨年度も赤字である。 

  

【山本委員】 

連続赤字が続いていくこととなれば、計画の抜本的見直しも必要である。 

 

【丸木委員長】  

そういう意味では、中長期的経営計画をしっかり策定していただきたい。 

 

【山本委員】 

公益法人は、株式会社等と比べて法的制約が非常に多いため、経営評価専門委員

会としては、それらを踏まえた評価を行っていく必要がある。 

 

【丸木委員長】 

他に御意見等はございませんか。 

ないようでしたら、以上で議事は終了し、進行を事務局にお返しします。 

【事務局】 

皆様、御協議大変お疲れ様でした。 

以上で平成 28 年度第１回愛媛県出資法人経営評価専門委員会を終了させていた

だきます。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

《 閉 会 》 
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